
“ひとりじゃない”を地域でつくる。～地域の見守り活動紹介～
私たちの暮らす「まち」を、地域福祉で変えよう！地域の中では、民生委員・児童委員や福祉委員、自治会など、色々な方々が協力して、見守り活動を行って

います。今回は、福井市郊外の民生委員さん、福祉委員さんに地域の見守り活動についてお聞きしました。 従来の家族や地域のつながりが希薄化しており、孤独死や虐待、引きこもりなど、複雑化・多様化する社会
問題が顕在化し、公的な福祉サービスだけでは、福祉課題の解決は困難となっています。そのため、地域の中
でのつながりを再構築し、住民同士の支え合いが必要不可欠です。
市社協では、子どもから高齢者まで年齢や障がいのあるなしにかかわらず、誰もが安心して暮らし続けられ

るように、住民と共に地域福祉活動を高めるための「第5次地域福祉活動計画」（期間：令和9年度～令和13年度）を
令和8年度に策定します。

4月からは、活動者や住民の声を活動計画に反映するために、ヒアリングや懇談会を開催します。地区社協
はじめ、福祉活動者やボランティア、当事者の方々から、感じている課題や今後の地域福祉活動への取り組み
等もお伺いします。
また、市社協が事務局となり、活動計画策定委員会を設置します。策定委員には、住民や地域の福祉団体、
ボランティア・ＮＰＯ団体など様々な団体の代表者の方々を委嘱し、活動計画の柱と取り組み等、話し合いを
重ね、10月末までに計画案をまとめていきます。
11月中旬には、活動計画（案）に対する意見をＳＮＳで募集しますので、ぜひご意見をお寄せください。

誰もが安心して生活できる地域をつくるために、市社協が事務
局となり、住民と共に関係団体、専門機関、行政などと協力して地域
福祉を推進する行動計画です。

ろう者やボランティアと交流▶
（木田地区福祉まつり＆健康フェス）

日々の暮らしの中で感じていること、「こんな地域になったらいいな」という想いなど、どのようなことでも構いま
せん。皆さまの率直なご意見をお聞かせください。お寄せいただいたご意見は、今後の地域福祉活動計画策定の貴
重な資料として活用させていただきます。

市社協では、第5次活動計画の策定に向けて、2月～3月、職員学習
会を行いました。学習会では、活動計画の目的や計画づくりのプロセ
スなど、職員間の共通理解と合意形成を図り、第4次活動計画をふり
かえりながら職員が捉える地域課題について話し合いをしました。
引き続き、地域課題の整理や抽出作業を行い、それを基に、活動計

画の方向性を検討します。

当会ボランティアセンターでは、身体の障がいなどにより自力での雪かきが難し
い方を支援する「雪かきボランティア」の活動を行っています。
今年も1月後半にまとまった降雪があり、市内の障がいのある方のお宅を中心に

7件で延べ11名のボランティアが活動しました(2月13日現在)。
活動者からは「少しでも力になれればと思い応募した。役に立てたなら嬉しい」

「地域には身体が不自由なことで雪かきに困っている人がいることを初めて知った」
といった声が寄せられました。
地域の中には、困っていても「助けて」と言えない人や、孤立してしまう方もいるか

もしれません。ボランティアだけでは支えきれない場面もあります。ぜひ、ご近所で
の雪かきや見守り、日頃の声かけなど、地域での支え合いにご協力をお願いします。

雪かきボランティア活動を実施しました

仲間と笑顔で楽しみながら活動!!

令和8年度ボランティア活動保険の受付が始まりました！
　ボランティア活動中の自身のケガや損害賠償責任を補償する保険です。加入申込の際は、
市社協ボランティアセンター窓口までお越しください。

詳しくはこちら▶市社協ボランティアセンター TEL 0776-22-0022（直通）

メッセージは
こちら▶

市社協では、見守り活動者へのエールや励みとなるメッセージを募集しています。
ぜひ、右記の二次元コードからメッセージをお寄せください。
いただいたメッセージは、市社協ホームページ等で随時ご紹介させていただきます。

問 合 せ

一人暮らしの高齢者宅に自治
会型デイホームのお便りを配
りながらデイホームにお誘い
したり、気になる方がいたら民
生委員・福祉委員で一緒に様
子を見に行っています。
一人で活動するのは大変なの
で、お互いに連絡を取り合って
協力しながら活動しています。

デイホームでは町内の皆さんにお
会いできるので、楽しみにしていま
す。地区社協のメッセージを届けて
くれる際の温かい声かけも嬉しく
思います。

（鷹巣地区）

最近は若い方（40代、50代）が福
祉委員さんになられて、デイホーム
の日は午後仕事を調整して活動し
てくれていることに、感謝していま
す。毎回デイホームに参加して、若
返っています。

（東藤島地区）

どんな風に見守り活動を
していますか？

外出が難しい方も、お届けし
たお便りに載っているクイズ
を楽しみにしておられ、電話で
お礼を伝えてくれることもあ
ります。
声かけすることが地域とつな
がるきっかけになっているの
だと思うと、嬉しい気持ちにな
ります。

活動の中で、どんなときに
喜びを感じますか？

民生委員・福祉委員だけでな
く、自治会長さんや地域の住
民皆で協力していくことが大
切だと思っています。最近は、
自治会長さんが役員会で地域
の見守りを呼びかけてくださ
り、役員さんが気になる方を
教えてくれるなど、皆で地域を
見守る雰囲気が生まれていま
す。これからも地域のチーム
ワークを高めていくことで、皆
で支え合える地域になってほ
しいと思います。

活動の中で大切にしている
ことは？

定期的に訪問してくださり、色々な
情報を持ってきてくれるので、とて
も嬉しく思っています。一人暮らし
でも声をかけてもらえることが、本
当にありがたいです。

（春山地区）

定期的に訪問してくださり、色々な
情報を持ってきてくれるので、とて
も嬉しく思っています。一人暮らし
でも声をかけてもらえることが、本
当にありがたいです。

（春山地区）

「福井市地域福祉活動計画」の策定に向け　市社協が始動第5次

“あったかメッセージ“のご紹介 ～この言葉が、活動を続ける理由です～

応募方法募集内容 ・地域で困っていること、不安に感じていること
・あったら良いと思う支え合いの仕組みや活動
・これからの地域づくりに必要だと思うこと 　　など

4月17日（金）までに所定の用紙、はがき、
FAX、メール等でお寄せください。
※詳しくは、市社協　地域福祉課　
　0776-26－1853へ

詳しくはこちら

地域福祉活動計画とは？

第5次活動計画に向けて始動

第4次活動計画では、地域福祉活動をより強化
するために、「ひとづくり」「つながりづくり」「まち
づくり」の3つの目標と9つの柱を定め、18の取り
組みを進めています。

現在、どんな取り組みをしているの？

・身寄りのない高齢者が増え、将来に不安を感じる
が、どこに相談すればよいか分からない人が増えて
いる。
・福祉に興味関心を持っている人を、地域の福祉活動
へ繋げられていない。
・世代を超えた出会いの機会があまりない。

▲職員学習会の様子

職員間で共有した地域課題（一部）

世代を超えた交流
詳しくはこちら

皆さんの声をお聞かせください

取り
組み
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